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図エラー! 指定したスタイルは使われていません。-1：地形大区分 
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図エラー! 指定したスタイルは使われていません。-2：標高区分 
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（２）地質構造 

中央構造線を境にして、地質は北側の内帯と南側の外帯に分けられる。これらの地帯の性質

はかなり対照的であり、外帯では古生界や中生界が帯状に配列し、西南日本の孤島の方向と平

行している。一方内帯では、花崗岩が広範囲に露出しており、西方の中国地方の花崗岩と同一

の底盤をなしており、また特に西中部においては種種の花崗岩を伴って構成されている。（図エ

ラー! 指定したスタイルは使われていません。-3） 

 

 
図エラー! 指定したスタイルは使われていません。-3：近畿圏の地質構造 

出典：「日本地誌（第 13 巻）近畿地方総論」尾留川正平、青野嘉郎編，二宮書店 

 
 

（３）活断層の分布 

近畿圏には活断層が多く、特に中部地方および北西部に活断層が数多く分布している。これ

らの地域はフォッサマグナと呼ばれる大断層のちょうど西側にあたる。 

1995 年の阪神淡路大震災は、野島断層を含む六甲-淡路断層帯により引き起こされたもので

あり、活動度においては B級活断層：〔平均変位速度が 10cm/1000 年以上 1m/1000 年未満〕に位

置づけられている。その他、同級に位置づけられる活断層として有馬-高槻断層帯（兵庫県、大

阪府）、山崎断層（兵庫県）などが分布している。 

近畿圏に活断層が多く分布する理由として、藤田和夫は、「近畿トライアングル（近畿三角

帯）」と呼ぶ構造帯があるためと説明している。近畿トライアングルは、琵琶湖を囲むように淡

路―六甲―比良と養老山地―伊勢湾、それに中央構造線により三角形を形作る。琵琶湖の東と

西とで大きく椎造が変わり、そこに多くの活断層が作られた。1（エラー! 参照元が見つかりま

せん。） 

                                                  
1 「変動する日本列島」藤田和夫著、京都大学防災研究所地震予知研究センター資料より 


